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Ⅰ 決算状況 
2013年3月期（2013年３月3１日） 
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Ⅰ 決算状況  事業部門別売上高構成比  

13/ 3期  14,477百万円 
12/ 3期  11,842百万円 
 

13/3期  4,366百万円  
12/3期  4,292百万円       
      

13/ 3期 11,981百万円       
12/ 3期 23,464 百万円 
うち ＦＰＤ関連  9,729百万円 
   半導体関連  13,735百万円 

【外側】 
2013年3月期 

 累計連結売上高 
 38,146百万円 

 
【内側】 

2012年３月期 
 累計連結売上高 
 47,622百万円 

 

家電関連およびその他生
産設備事業 

その他 
自動車関連 

生産設備事業 

半導体関連 
生産設備事業 

13/ 3期  7,321百万円 
12/ 3期  8,022百万円  
 

24.9％ 

    FPD・半導体   
     計49.2％ 

16.9％ 

9.0％ 

38.0％ 

31.4％ 

11.4％ 

FPD関連  
20.4% 

半導体関連  
28.8% 

 

19.2％ 
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Ⅰ 決算状況  決算概要    

項目 
2012年3月期 

実績 

期初 
通期個別業績予想 

2013年3月期 

実績 
達成率 

（対期初予想） 
前期比 
増減率 

売上高 38,575 39,000 28,162 72.2％ △27.0％ 

経常利益 1,160 1,000 △259 － － 

当期純利益 266 650 △92 － － 

決算概要 
■予定していた受注・売上案件の延期等により期初予想比では売上高、各利益とも減少し、３年ぶりの減収、２年 
 連続の減益。 
■第３四半期まで損失計上が続いたが、第４四半期に売上高が大きく伸長した結果、各利益とも黒字計上。 
■単体では赤字計上。一部海外子会社の好業績が連結決算での黒字計上に寄与。 

（単位：百万円） 

項目 
2012年3月期 

実績 

期初 
通期連結業績予想 

2013年3月期 

実績 
達成率 

（対期初予想） 
前期比 
増減率 

売上高 47,622 49,000         38,146  77.8％ △19.9％ 

営業利益 1,337 1,500             450 30.1％ △66.3％ 

経常利益 1,464 1,300             394 30.4％ △73.1％ 

当期純利益 489 800             284  35.6％ △41.8％ 

連結決算 

単体決算 
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Ⅰ 決算状況  営業利益の増減要因分析 

（単位：百万円） 

2012/3期 
営業利益 

2013/３期 
営業利益 

販管費減 

約８．９億円 
  減少 

450 

売上高減少 
による 

損益影響 

＋ 

原価率減 

1,337 
約１３．７億円減少 

約２．２億円増加 

約２．６億円増加 

＋ 



6 

Ⅰ 決算状況  事業部門別連結売上高   

事業部門別売上高の状況 
単位：百万円 

■ 一部案件の遅れなどあったが、自動車関連の大型案件の売上などが収益に寄与。 

2013/3 

 ・ 自動車関連設備：一部案件が遅れたが北米メーカーの大型案件を中心に期末にかけて売上が伸びた。 
 
 ・ 半導体関連設備：製造受託案件の売上により一定の水準を確保。 
 
 ・ 家電関連およびその他設備：家電、タイヤ共に比較的小規模な案件が多く、低調。 

事業部門 2013/3 

自動車    14,477 
半導体    11,981 
家電関連その他     7,321 
その他     4,366 
合計    38,146 

【注】 13/３期より区分を変更し、FPD関連事業を半導体事業に組み入れたため、前年同期との比較は行っていません。  

家電関
連その

他

19.2%

その
他

11.4%

半導
体

31.4%

自動
車

38.0%
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事業部門別受注高の状況 
単位：百万円 

Ⅰ 決算状況   事業部門別連結受注高 

 
    
■ 厳しい受注環境が続く中、自動車関連は北米メーカーを中心に堅調。   

家電関
連その

他

15.4%

その他

12.0%

半導体

26.3%

自動車

46.3%

2013/3 

事業部門 2013/3 

自動車    17,914 
半導体    10,145 
家電関連その他     5,937 
その他     4,655 
合計    38,652 

 ・ 自動車関連設備：北米メーカーの各国拠点への設備増強が続き、その受注を確保したことで堅調に推移。 

 
 ・ 半導体関連設備：大型案件の受注が少ない厳しい環境が続き、低調に推移。 
 
 ・ 家電関連およびその他設備：家電、タイヤ共に大型案件が少なく、低調。 

【注】 13/３期より区分を変更し、FPD関連事業を半導体事業に組み入れたため、前年同期との比較は行っていません。  
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事業部門別受注残高の状況 
単位：百万円 

Ⅰ 決算状況   事業部門別連結受注残高 

2013/3 

■ 自動車関連は大型案件が多く高い水準を維持。他の事業分野は低調。   

家電関
連その

他

12.6%
その他

3.7%

半導体

15.3%
自動車

68.4%

事業部門 2013/3 

自動車    13,681 
半導体     3,062 
家電関連その他     2,518 
その他      738 
合計    20,001 

【注】 13/３期より区分を変更し、FPD関連事業を半導体事業に組み入れたため、前年同期との比較は行っていません。  
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Ⅱ トピックス 

 
 
 
 
 
 GM社は、1992年から毎年、同社に部品や設備などを供給する世界中のサプライヤーの中から、特に
同社に多大な貢献をしたと評価した企業を表彰しています。 
 2012年のサプライヤー・オブ・ザ・イヤーは、世界にあるGMのサプライヤー約18,500社のうち、1パー
セント未満の会社のみ受けることができ、各社とも、革新的な技術、優れた品質、タイムリーなクライシ
ス・マネージメント、競争力のある全社最適型コスト解決法などが評価されました。 
 今回はアセンブリーおよびテスト装置の部門においての受賞です。 

ＧＭ社から２年連続でSupplier of ｔｈｅ Year受賞 

2013 年３月13 日、米国自動車会社 General Motors Company（以下「ＧＭ社」）から 
２年連続でSupplier  of ｔｈｅ Year を受賞しました。 
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Ⅲ 市場動向および2014年３月期業績の見通し 

2013年3月期（2013年３月31日） 
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Ⅲ 市場動向および2014年３月期業績の見通し 自動車分野の市場動向 

■金融不安の続く欧州市場には不透明感が
払拭できない中、北米、中国、インド他、世界
の自動車生産台数は増加が続く見込み。 
 
■北米自動車メーカーは好調を持続。震災以
来低調だった国内メーカーもハイブリッド車な
ど堅調で回復基調。 
 
●当社の今期見込み 
北米自動車メーカーからの更なる受注拡大を
図り、各社が中国、南米等、世界各国で展開
する事業戦略に沿って事業を推進する。 

◆自動車関連市場 

出所 上段グラフ：調査会社Ｓ社資料 
    下段グラフ：2013年版 ＨＥＶ、ＥＶ関連市場徹底分

析調査  （㈱富士経済） 

【地域別自動車生産台数予測】 

【電気自動車等環境対応車予測市場規模予測】 

千台 

十億円 
5,234 

千台 
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Ⅲ 市場動向および2014年３月期業績の見通し 半導体・ＦＰＤ分野の市場動向 

【日本製ＦＰＤ製造装置販売高予測】 

■半導体関連は、スマートフォン、タブレット
端末の好調さに反し、ＰＣの低迷が続き、メモ
リの受給悪化が続く。 
 
■ＦＰＤ関連は、テレビ需要は低迷するものの、
スマートフォン、タブレット端末向けの高成長
が継続する見込み。 
 
●当社の今期見込み 
半導体関連は、継続して取引きのある国内外
の装置メーカー、デバイスメーカーからの受
注が期待できるが受注額の低下が懸念され
る。 
ＦＰＤ関連では、スマートフォン、タブレット端
末向けパネル用の塗布・切断・貼合装置の営
業展開を促進する。 

出所：半導体・FPD製造装置需要予測（2012年度～2014年度） 
           （一般社団法人日本半導体製造装置協会） 

【日本製半導体装置販売高予測】 

◆半導体・ＦＰＤ関連市場 億円 

億円 
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◆有機ＥＬ関連市場 

Ⅲ 市場動向および2014年３月期業績の見通し 半導体・ＦＰＤ分野の市場動向 

出所：2012ワールドワイドエレクトロニクス市場総調査    
    （㈱富士キメラ総研） 
    

【ディスプレイパネル市場規模予測】 

【対2010年比 成長率】 

千枚 

■液晶パネルの需要は大型・中小型共に成
長が鈍化するのに対し、有機ＥＬパネルは極
めて高い成長が続く見込み。 
 
■ディスプレイ用のみならず照明用途の開発
も進んでおり、韓国、日本、台湾などの各メー
カーの競合が更に激化する見通し。 
 
●当社の今期見込み 
今後の需要拡大に合わせ、製造受託案件の
更なる受注拡大を見込む。 
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◆家電市場 

Ⅲ 市場動向および2014年３月期業績の見通し 家電その他分野の市場動向 

■家電関連は、特に中国など新興国の都市
化を背景にルームエアコン等の需要が拡大し、
堅調な成長が続く見込み。 
 
 
●当社の今期見込み 
掃除機関連の設備等の引合いが増え、受注
増が期待できる。また、アジア圏の関係会社
の営業力・生産力の強化により白物家電関
連の更なる受注拡大に取組む。 

【家電関連市場規模予測】 

出所：2012ワールドワイドエレクトロニクス市場総調査    
    （㈱富士キメラ総研） 
    

千台 

◆その他 

●当社の今期見込み 
住宅関連生産設備などの引合いが増えてお
り、受注拡大を図る。 
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（単位：百万円） 

Ⅳ  2014年３月期業績の見通し   業績予想 

上期 下期 通期 

売上高 22,000 20,000 42,000 

自動車関連 9,000 8,500 17,500 

半導体関連 5,500 6,000 11,500 

家電関連およびその他 5,000 3,000 8,000 

その他 2,500 2,500 5,000 

営業利益 （率） 500（2.3％）      200（1.0％）     700（1.7％） 

経常利益 （率） 400（1.8％）    100（0.5％）    500（1.2％） 

当期純利益 （率） 250（1.1％）     50（0.3％）       300（0.7％） 
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Ⅳ  2014年３月期業績の見通し   対処すべき課題 

新事業領域への参入 
 

商品開発の加速 

生産効率 
の向上 

１．自動車関連：お客様との連携強化。 

営業・受注体制 
の強化 

２．半導体関連：既存顧客への密着した営業、北米市場 
  への展開。強化ガラス切断装置の販売拡大。 

３．家電関連その他：アジア市場での受注拡大。 

１．国内拠点人員の機動的な配置の実行。 

２．国内・海外グループの連携による生産の最適化。 

１．真空製造装置の製造受託対応強化。 

２．高速、高精度、機種変更に機敏に対応できるハンドラーの 
  市場投入。 

３．既存技術の新領域への展開。 
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Ⅳ  2014年３月期業績の見通し   研究開発費・設備投資額・減価償却費 

935

596

404

857

1,238

902 910 973

1,191

0

200

400

600

800

1 ,000

1 ,200

1 ,400

12/03期     13/03期      14/03期                          12/03期     13/03期      14/03期                          12/03期     13/03期      14/03期                       
                                       （計画）                                                                    （計画）                                                                            （計画）  
                          
   研究開発費              設備投資額             減価償却費 

百万円 
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Ⅴ 参考資料 

2013年3月期（2013年３月31日） 



7,347

2,274 2,514

5,453

3,632

2,270 1,950

3,982
4,481

1,968

5,052

35

103

125

7,010

4,832
4,409

5,550

3,034

1,606

2,312

1,624

3,210

2,730

3,048

2,853

891

115

236
161

344

601

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2012/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2013/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Q ４Ｑ

日本 アジア 北米 欧州

2,364

1,607

2,471

2,023

4,552

1,544

1,391

1344

3,039

1,078

1,199

908

1,179

4,067
3,183

1,809
3,201 3,092

6,317

2,282

3,018
3,198

1,904

3,4784,817

2,027
3,410

2,933

1,060

1,9151,930

3,116

1,153

1,003

994
1,142

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2012/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2013/3 
１Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

Ⅳ   参考資料  事業部門別・地域別四半期推移（売上高） 

13,273 

9,198 

12,770 

事業部門別四半期売上高の推移   地域別四半期売上高の推移 
百万円 百万円 

12,380 
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（家電関連その他） 

7,366 

【注】2013年３月期より区分を変更し、FPD関連は半導体関連に含めております。また、L&Mは「家電関連その他」に変更しております。  

9,129 

13,273 

9,198 

12,770 12,380 

7,366 

9,129 

6,559 6,559 

15,089 15,089 



8,504

11,897

18,161

13,681

3,853

3,020

4,684

3,062

3,765
3,954

3,566

2,518

869

563

494

738

6,821

11,685

5,931

9,823

6,062

4,561
3,491

3,052

4,024

4,903

2,544
4,068

3,873

2,053

2,823

449
597

638

337

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2012/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2013/3 
１Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

4,791 4,279

8,546

1,838

1,968

1,423

3,687

2,930

1,408
1,580

956

1,991

1,545

1,192
974

1,065

1,423

6,984

2,311
3,249

1,501

835
1,697

1,450

2,104

1,051

3,879

4,638

2,506

2,066

2,311

611

2,880

763

962

1,004

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2012/3 
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2013/3 
１Q

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他
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Ⅳ  参考資料  事業部門別四半期推移（受注高・受注残高） 

事業部門別四半期受注高の推移 事業部門別四半期受注残高の推移 
百万円 百万円 

22,818 

17,127 
18,798 

14,737 

7,079 

10,869 

13,076 

19,494 

（家電関連その他） 
（家電関連その他） 

7,954 

20,082 

【注】2013年３月期より区分を変更し、 FPD関連は半導体関連に含めております。また、  L&Mは「家電関連その他」に変更しております。  

8,258 

14,255 
26,906 

19,210 

8,184 

20,001 
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Ⅳ  参考資料 主要指標 

たな卸資産・たな卸資産回転日数 

有利子負債残高・D/Eレシオ・Ｎｅｔ D/Eレシオ 自己資本・自己資本比率 

売上債権・売上債権回転日数 
百万円 

百万円 

日 

 倍 

百万円 日 

【注】売上債権回転日数、たな卸資産回転日数については、各四半期の期中平均値にて算出しております。 

百万円 
％ 
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本資料のお取扱い上のご注意 

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

経済動向、他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の

変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記

述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることが

あることをご承知おきください。 
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